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コ ン ピ ュ ー タ は ム ー ア の 法 則 に 従 い 小 型 化 が 進 み ， 十 数 年 に 一 度 ， 社 会 を 大 き
く 変 え て き た ．  PC の 登 場 は 「 誰 で も 」， 携 帯 電 話 は 「 ど こ で も 」 情 報 に ア ク セ
ス 可 能 に し た ． セ ン シ ン グ 技 術 の 発 展 に よ り ， 様 々 な も の に 搭 載 可 能 な 1cc コ ン
ピ ュ ー タ が 可 能 に な り ，「 意 識 せ ず に 」情 報 が 収 集 で き る よ う に な っ た ．近 年 で は ，
メ ー ル や Ｐ Ｃ の ロ グ な ど ， 様 々 な デ ー タ が 急 速 に 利 用 可 能 に な り つ つ あ る ．  
科 学 的 管 理 法 が 開 発 さ れ た 産 業 革 命 に 始 ま り ， 大 量 情 報 は ， 企 業 の 経 営 や 意 思
決 定 の 仕 組 み ， 構 造 を 大 き く 変 化 さ せ て き た ． イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 し て ， 従 来 は
一 部 の 経 営 者 し か 知 ら な か っ た 情 報 が ，国 家 を 超 え て 瞬 時 に 伝 わ る よ う に な っ た ．
企 業 や 社 会 に 存 在 す る 多 種 多 様 な デ ー タ を ， 国 や 自 治 体 ， 企 業 の 意 思 決 定 に 活 用
し よ う と す る ，「 ビ ッ グ デ ー タ 」お よ び「 ビ ジ ネ ス ア ナ リ テ ィ ク ス 」と い う コ ン セ
プ ト が IBM か ら 提 唱 さ れ 注 目 さ れ て い る ．日 々 生 成 さ れ る 新 し い デ ー タ を 活 用 し
た ， ダ イ ナ ミ ッ ク で リ ア ル タ イ ム の 意 思 決 定 を 行 う こ と が 求 め ら れ て い る ．  
し か し 企 業 内 で は ， 組 織 改 善 に 向 け た 情 報 活 用 に つ い て は ， 統 一 的 な 方 法 論 は
確 立 さ れ て お ら ず ， 個 人 の 経 験 や ス キ ル に 依 存 し て い る 部 分 が 大 き い ． 例 え ば プ
ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト を 体 系 化 し て 指 針 と し て ま と め た PMBOK で は ，プ ロ ジ
ェ ク ト を 成 功 さ せ る ミ ッ シ ョ ン の 一 つ と し て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ マ ネ ジ メ ン ト
を 挙 げ ， 関 連 す る 具 体 プ ロ セ ス を 列 挙 し て い る ． 例 え ば ， ス テ ー ク ホ ル ダ の 特 定
や ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 計 画 ， 情 報 配 布 な ど の プ ロ セ ス が 定 義 さ れ て い る ． し か
し ， 開 発 の ど の フ ェ ー ズ で ， 誰 と 誰 が ， ど の 程 度 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行 う べ き
か と い っ た 基 準 や ， そ れ を 判 断 す べ き 情 報 源 な ど の ， 行 動 面 で の 具 体 的 な 指 針 は
示 さ れ て い な い ． そ の た め ， マ ネ ジ ャ が 職 場 を 訪 問 し た り ， 会 議 で の 発 言 を 聞 い
た り ， 顧 客 の 顔 色 を 見 な が ら ， 勘 や 経 験 に よ っ て プ ロ ジ ェ ク ト の 状 態 を 推 測 し ，
対 策 を 行 っ て い る ． プ ロ ジ ェ ク ト の 把 握 ・ 統 制 が う ま く い か な い 場 合 ， 仕 様 調 整
の 遅 れ や ， 仕 様 の 漏 れ や 誤 解 に よ る 組 み 合 わ せ テ ス ト で の イ ン タ フ ェ ー ス 不 良 の
多 発 ， 進 捗 把 握 の 遅 れ を 招 く ． 利 用 可 能 な デ ー タ は 今 後 も 増 大 す る が ， そ の 中 か
ら ， 組 織 の 生 産 性 向 上 や 課 題 解 決 に 向 け て ， 見 る べ き 情 報 を 選 別 す る 方 法 論 が 必
要 で あ る ． 加 え て ， 業 務 の 中 で ， い つ ， だ れ が ， ど の よ う に そ の 情 報 を 活 用 す る
の か を 体 系 化 す る こ と が 求 め ら れ る ．  
そ こ で 本 論 文 で は ， 常 時 行 動 セ ン シ ン グ 情 報 を 活 用 し た ， プ ロ ジ ェ ク ト 行 動 分
析 手 法 ， お よ び ， 分 析 結 果 に 基 づ く 新 し い プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト 手 法 に つ い
て 提 案 し ， 評 価 す る ． 様 々 な 職 種 ， 働 き 方 の 組 織 が あ る 中 で ， 本 論 文 で は ， 単 位
時 間 当 た り の 開 発 量 や 品 質 な ど の 業 務 の パ フ ォ ー マ ン ス 指 標 が 定 義 で き る こ と ，
及 び ， そ れ ら を 使 っ た シ ス テ マ テ ィ ッ ク な モ ニ タ リ ン グ プ ロ セ ス が 少 な か ら ず 存
在 す る こ と か ら ， ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト を 対 象 に 提 案 ， 評 価 を 行 う ．  
 第 2 章 で は ， 従 来 研 究 を 述 べ る ． 1 つ 目 の 流 れ と し て ， 組 織 行 動 や プ ロ ジ ェ ク
ト マ ネ ジ メ ン ト に 関 す る 研 究 ・ 標 準 化 に つ い て 述 べ る ． 2 つ 目 の 流 れ と し て ， セ
ン サ を 用 い た 行 動 分 析 技 術 と 統 計 力 学 的 分 析 に つ い て 述 べ る ． 本 論 文 は ， 人 間 と
 
  
  
科 学 に 関 す る 2 つ の 研 究 の 流 れ の 統 合 領 域 に お い て ，プ ロ ジ ェ ク ト の 計 測・ 把 握
手 段 と ， 実 際 の 業 務 で 有 効 な 活 用 プ ロ セ ス を 構 築 す る こ と を 目 的 と す る ．  
 第 3 章 で は ，ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト の 一 般 的 な 業 務 の 特 性 と 課 題 ，お
よ び ， そ れ ら に 基 づ き ， 提 案 す る プ ロ ジ ェ ク ト 行 動 分 析 お よ び プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ
ジ メ ン ト 手 法 の 構 築 方 針 を 示 す ． プ ロ ジ ェ ク ト と は 通 常 期 間 限 定 的 で あ り ， 組 織
の 構 成 員 や 作 業 内 容 が 定 常 的 で は な い と い う ， 揮 発 的 性 質 を 持 つ ． ま た ， ツ リ ー
型 の 構 造 で マ ネ ジ メ ン ト を 行 っ て い る が ， 大 き な プ ロ ジ ェ ク ト に な る と ， 作 業 情
報 の 収 集 や ， 指 示 の 伝 搬 に ， 何 人 も の 人 を 介 す る 必 要 が あ り ， タ イ ム ラ グ と 情 報
伝 搬 エ ラ ー の リ ス ク が 存 在 す る ． こ れ ら を 省 み る と ， 個 人 の 主 観 や 能 力 に 依 存 し
な い ， 定 量 的 状 況 理 解 方 法 が 必 要 で あ る ． ま た ， プ ロ ジ ェ ク ト の 進 捗 や 問 題 な ど
の 状 況 を 迅 速 に 把 握 し ， 迅 速 に 意 思 決 定 ・ ア ク シ ョ ン を 行 う た め の 手 段 が 必 要 で
あ る ． 本 論 文 で は ， プ ロ ジ ェ ク ト の 分 析 結 果 に 基 づ き ， プ ロ ジ ェ ク ト に 応 じ た 支
援 を 行 う こ と を 目 的 と す る が ， 1 つ の プ ロ ジ ェ ク ト の デ ー タ の み に 基 づ く と ， そ
の プ ロ ジ ェ ク ト だ け に 特 化 し た 手 法 と な る リ ス ク が あ る ． で き る 限 り 多 く の プ ロ
ジ ェ ク ト を 測 定 し ， 汎 用 的 な プ ロ セ ス を 構 築 す る こ と が 望 ま し い ． 本 論 文 で は そ
の 最 初 の ス テ ッ プ と し て ， 2 つ の プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て 計 測 を 行 い ， 分 析 結 果 に
関 す る 共 通 点 ・ 相 違 点 を 把 握 す る ． そ れ に 基 づ き ， 共 通 化 可 能 な プ ロ セ ス や ， カ
ス タ マ イ ズ 可 能 に す る こ と が 望 ま し い 点 を 検 討 す る ．  
 第 4 章 で は ，計 測 を 行 う ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト に 関 す る ，構 成 や 人 数 ，
計 測 方 法 ， 行 動 以 外 に 取 得 す る 情 報 な ど ， 計 測 の 方 針 や 制 限 に 関 し て 説 明 す る ．   
 第 5 章 で は ，常 時 計 測 セ ン サ に 基 づ く プ ロ ジ ェ ク ト 行 動 分 析 手 法 を 提 案 し ，分
析 結 果 を 示 す ．マ ネ ジ ャ や サ ブ リ ー ダ の 業 務 の 7 割 は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と も 言
わ れ る ．一 方 で ，ヒ ア リ ン グ を 通 し て ，開 発 者 は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 効 率 化 し ，
開 発 作 業 の 時 間 を 確 保 す る こ と が 重 要 で あ る と い う 認 識 が 得 ら れ た ． そ こ で 各 員
の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 量 や 時 間 ， 時 間 配 分 な ど を 18 の 指 標 で 広 範 囲 に 指 標 化
し ， マ ネ ジ ャ ， サ ブ リ ー ダ ， 開 発 者 と ， 3 つ の 職 位 レ ベ ル に お い て ， パ フ ォ ー マ
ン ス 指 標 で あ る 総 合 評 価 と の 関 係 を 分 析 す る 手 法 を 提 案 す る ． 分 析 の 結 果 ， 2 プ
ロ ジ ェ ク ト 共 通 と し て ，対 面 時 間 や 人 数 に 関 わ る「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 豊 富 さ 」
の 因 子 と ， パ フ ォ ー マ ン ス の 相 関 が 見 ら れ た （ 一 方 は r=0 .79 ,  p<0 .01 ,  他 方 は
r=0 .52 ,  p<0 .05）． 従 来 経 験 的 に 言 わ れ て い た ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 重 要 さ は ，
本 2 プ ロ ジ ェ ク ト に お い て は 確 認 さ れ た ．一 方 で ，プ ロ ジ ェ ク ト 間 で 異 な る 因 子
と し て ，一 方 の プ ロ ジ ェ ク ト で は「 労 働 時 間 」，他 方 で は「 内 外 連 携 」に 関 す る 因
子 が ， パ フ ォ ー マ ン ス と 関 係 す る こ と が 見 ら れ た ． 単 純 に 労 働 時 間 や 外 出 時 間 を
指 標 化 す る だ け で な く ， 当 該 組 織 の パ フ ォ ー マ ン ス と 突 き 合 わ せ て ， 傾 向 を 把 握
し ， 管 理 す る 必 要 が あ る こ と が わ か っ た ． 各 協 力 会 社 を 取 り ま と め る キ ー マ ン で
あ る ， サ ブ リ ー ダ に 関 し て ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や 集 中 時 間 と ， パ フ ォ ー マ ン ス
指 標 と の 関 係 を 分 析 し た 結 果 ， サ ブ リ ー ダ 間 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 時 間 と 評 価 に は
 
  
  
 
有 意 な 相 関 が 見 ら れ た も の の  ( r=0 .79 ,  p<0 .01 )， リ ー ダ と の 対 面 時 間 や ， 集 中 作
業 時 間 と の 間 に は 有 意 な 相 関 は 見 ら れ な か っ た ． 外 出 の 多 い 業 務 の 場 合 ， 対 面 量
に 代 わ る 指 標 が 必 要 で あ る こ と が わ か っ た ． 開 発 者 の 開 発 品 質 に 関 し て は ， マ ネ
ジ ャ と 同 様 に 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 豊 富 さ 」 の 因 子 と し て 見 ら れ た ． 全 体 を 通
し ， プ ロ ジ ェ ク ト の モ ニ タ リ ン グ と 改 善 を 行 う 上 で ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 豊 富 さ
の 指 標 が 有 用 で あ る こ と が わ か っ た ． ま た ， 労 働 時 間 や 外 出 時 間 に 関 し て は プ ロ
ジ ェ ク ト 毎 に 特 性 が 異 な る た め ， 単 に 指 標 化 す る だ け で な く ， 組 織 の パ フ ォ ー マ
ン ス と 合 わ せ て 傾 向 を 把 握 す る 必 要 が あ る こ と が わ か っ た ．  
第 6 章 で は ，第 5 章 の 方 法 で パ フ ォ ー マ ン ス と 相 関 す る 行 動 が 特 定 可 能 な こ と
を 前 提 に ， そ の 結 果 を 活 用 し た プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト 手 法 を 提 案 し ， 手 法 の
有 効 性 を 評 価 す る ． ヒ ア リ ン グ の 結 果 ， マ ネ ジ ャ の 主 要 な タ ス ク は ， プ ロ ジ ェ ク
ト の 状 態 の 把 握 ，問 題 分 析 ，行 動 変 革 で あ る ．そ の 支 援 の た め に ，Analys i s (分 析 )，
Monitor ing (観 察 )，Inspec t ion (詳 細 分 析 )，Act ion (変 革 実 行 )の 4 つ の ス テ ッ プ か
ら 構 成 さ れ る セ ン サ ベ ー ス の プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト （ Sensor-Based  Pro jec t  
Management ,  以 後 SBPM） の コ ン セ プ ト と ツ ー ル を 開 発 し ， 評 価 を 行 っ た ．  
Moni tor ing で は ，パ フ ォ ー マ ン ス と 関 連 の 強 い 行 動 の 時 系 列 変 化 を 管 理 し ，管
理 限 界 を 超 え た と き に ア ラ ー ト を 発 生 さ せ る 仕 組 み を 考 案 し ， プ ロ ジ ェ ク ト の 日
誌 な ど の 記 録 と ， 行 動 情 報 と ロ グ と 突 き 合 わ せ て 効 果 の 机 上 評 価 を 行 っ た ． 各 行
動 指 標 が 2 週 連 続 で 1σ を 超 え た と き に シ ス テ ム か ら 発 生 さ せ る こ と を 想 定 し た ．
評 価 の 結 果 ， 7 チ ー ム 10 週 間 で ， 21 回 の ア ラ ー ト が 発 生 さ れ る 計 算 に な っ た ．
ア ラ ー ト が 発 生 し た と き の 50%に お い て ，プ ロ ジ ェ ク ト で は 予 定 外 の イ ベ ン ト（ 仕
様 変 更 な ど ）が あ っ た こ と が わ か っ た ．つ ま り ，マ ネ ジ ャ か ら 見 る と ，週 に 1 回
程 度 ア ラ ー ト が 生 じ ，そ の 半 数 が 想 定 外 イ ベ ン ト に 関 す る も の で あ る こ と ，ま た ，
そ れ ら を 早 期 発 見 で き る こ と を 意 味 す る ． マ ネ ジ ャ の 繁 忙 な 業 務 の 中 で も ， 現 実
的 に 対 応 可 能 な 頻 度 で あ り ， 有 効 に 活 用 で き る 見 通 し を 得 た ．  
最 後 の Act ion で は ，セ ン サ デ ー タ に 基 づ い て ，各 週 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の メ ン
バ を 選 択 す る WorkX シ ス テ ム を 提 案 し た ． 実 際 の プ ロ ジ ェ ク ト の コ ア と な る モ
ジ ュ ー ル の 担 当 者 9 名 に 対 し て ，毎 週 ，パ フ ォ ー マ ン ス と の 相 関 の 高 い 結 束 度 や
次 数 指 標 が 改 善 す る よ う に デ ィ ス カ ッ シ ョ ン メ ン バ を 提 案 し た ． そ の 結 果 ， チ ー
ム の 中 で の 基 本 的 な 問 題 解 決 プ ロ セ ス （ 質 問 ） に 関 す る 課 題 が 顕 在 化 し ， マ ネ ジ
ャ と 開 発 者 か ら 高 評 価 を 得 た ． 同 時 に ， パ フ ォ ー マ ン ス に 関 係 す る 指 標 で あ る 結
束 度 お よ び 次 数 を そ れ ぞ れ 1 .62 と 2 .78 (そ れ ぞ れ 約 30%)改 善 す る こ と が で き た ． 
以 上 を 総 括 し ， 本 論 文 で 提 案 し た プ ロ ジ ェ ク ト 行 動 分 析 手 法 に よ っ て パ フ ォ ー
マ ン ス と 行 動 の 関 係 を 分 析 し ， そ の 結 果 を 用 い た プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト 手 法
SBPM に よ っ て 迅 速 か つ 体 系 的 に 現 状 把 握 と 変 革 実 行 が 可 能 な 見 通 し を 得 た 。  
第 7 章 は 本 論 文 の 結 論 と 今 後 の 課 題 を 記 載 す る 。  
  
 
Ｎｏ.1 
早稲田大学 博士（工学） 学位申請 研究業績書 
 
氏 名  荒 宏視    印 
（２０１１年１１月 現在） 
種 類 別   題名、  発表・発行掲載誌名、  発表・発行年月、  連名者（申請者含む）
論文（学術
誌原著論
文） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
論文（国際
学会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○Koji ARA, Tomoaki AKITOMI, Nobuo SATO, Kunio TAKAHASHI, Hideyuki MAEDA, Kazuo 
YANO, Masao YANAGISAWA, “Integrating wearable sensor technology into 
project-management process,” 情報処理学会論文誌、2011(投稿中). 
 
Jun-ichiro WATANABE, Tomoaki AKITOMI, Koji ARA, and Kazuo YANO, “Antiferromagnetic 
character of workplace stress,” Physical Review E, vol. 84, no. 1, pp. 
017101.1-017101.4, Jul. 2011. 
 
前田英行、荒宏視、高橋邦夫、落合義昭、堀内静、森脇紀彦、“組織活動計測システム
を活用したコミュニケーションの見える化とプロジェクトマネジメントへの適用、”プ
ロジェクトマネジメント学会誌、Vol. 12(1)、pp. 5-10、Feb. 2010. 
 
○Koji ARA, Tomoaki AKITOMI, Nobuo SATO, Satomi TSUJI, Miki HAYAKAWA, Yoshihiro 
WAKISAKA, Norio OHKUBO, Rieko OTSUKA, Fumiko BENIYAMA, Norihiko MORIWAKI, and Kazuo 
YANO, “Healthcare of an organization: using wearable sensors and feedback system 
for energizing workers,” Proc. 16th Asia and South Pacific Design Automation 
Conference (ASP-DAC) (invited talk), Jan. 2011, 
 
Jun-ichiro WATANABE, Tomoaki AKITOMI, Koji ARA, and Kazuo YANO, “Antiferromagnetic 
character of stress in workplaces,” European Conference on Complex Systems (ECCS) 
(Poster), Sep. 2011. 
 
Tomoaki AKITOMI, Jun-ichiro WATANABE, Koji ARA, and Kazuo YANO, “Generic model 
of activity-level in workplace communication,” The Third IEEE Conference on Social 
Computing (SocialCom), Oct. 2011. 
 
Ramon S. PUJOL, Hiroyuki UMEMURO, Kensuke MURATA, Kazuo YANO, and Koji ARA, “Mental 
health assessment based on personality of individual and associated workers in 
workplace,” Proc. International Conference on Business, Engineering and 
Industrial Applications (ICBEIA), pp. 11-14, Jun. 2011. 
 
Javier Patricio EGUEZ GUEVARA, Hiroyuki UMEMURO, Ryohei ONISHI, Kazuo YANO, and 
Koji ARA, “Personality and mental health assessment: a sensor-based behavior 
analysis,” Proc. The Fourth International Conference on Advances in Computer-Human 
Interactions (ACHI), Best paper award, IARIA, pp. 22-27, Feb. 2011. 
 
○Koji ARA, Tomoaki AKITOMI, Kazuo YANO, Hideyuki MAEDA, Kunio TAKAHASHI, Kazuyoshi 
AWAMOTO, Daisuke SHIMIZU, Mamoru UNNO, Masao YANAGISAWA, “Analyzing the relation 
between face-to-face communication and performance of workers,” Proc. 
International Conference on Project Management (ProMAC), Oct. 2010. 
 
  
 
Ｎｏ.2 
早稲田大学 博士（工学） 学位申請 研究業績書 
 
種 類 別   題名、  発表・発行掲載誌名、  発表・発行年月、  連名者（申請者含む）
研究会（招
待講演） 
 
 
研究会、大
会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他 
（論文） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他 
（招待講
演） 
 
その他 
（国際会
議） 
 
○荒宏視、佐藤信夫、矢野和男、戸川望、柳澤政生、大附辰夫、“常時着用型センサ「ビ
ジネス顕微鏡」による組織変革、” VLSI設計技術研究会（招待講演）、Vol. 109, No. 462, 
pp. 43-47, 2010. 
 
荒宏視、入江英嗣、辻秀典、他 2 名、“IT技術とIT技術者のこれから、”コンピュータ
システム研究会(パネルディスカッション)、Vol. 109、No. ICICE-CPSY-237、Oct. 2009.
 
野澤孝之、肥後直樹、緒方大樹、荒宏視、矢野和男、三宅美博、“個人の身体活動パタ
ーンの特徴と社会的インタラクションとの関係性、”計測自動制御学会、Dec. 2010.  
 
田原直美、三沢良、荒宏視、矢野和男、山口裕幸、“チーム・コミュニケーションとチ
ームワークとの関連に関する検討 ―チームレベルの分析―、”日本グループ・ダイナミ
ックス学会第 57 回大会、 Aug. 2010. 
 
高橋邦夫、前田英行、落合義昭、堀内静、荒宏視、森脇紀彦、“組織活動計測システム
を用いたコミュニケーション計測と品質、”プロジェクトマネジメント学会春季発表大
会、Feb. 2010. 
その他 3 件 
 
Daniel OLGUIN OLGUIN, Benjamin WABER, Taemie KIM, Akshey MOHAN, Koji ARA, and Alex 
(Sandy) PENTLAND, “Sensible Organizations: technology and methodology for 
automatically measuring organizational behavior,” IEEE Trans. on Systems, Man, 
and Cybernetics-Part B: Cybernetics, Vol. 39, No. 1, 2009. 
 
Koji ARA, Naoto KANEHIRA, Daniel OLGUIN OLGUIN, Benjamin WABER, Taemie KIM, Akshey 
MOHAN, Peter GLOOR, Robert LAUBACHER, Daniel OSTER, Alex (Sandy) PENTLAND, and Kazuo 
YANO, “Sensible Organizations: changing our business and work styles through 
sensor data,” 情報処理学会論文誌, Vol. 16, pp. 1-12, 2008. 
 
Koji ARA, Kei SUZUKI,“Fine-grained transaction-level verification: using a 
variable transactor for improved coverage at the signal level,” IEEE Trans. on 
Computer-Aided Design of Integrated Circuits and Systems, Vol. 24, pp. 1234-1240, 
2005. 
その他 1 件 
 
Koji ARA, Steven GLASER, Norito KURATA, Norman C. TIEN, “Sensor network: moving 
from labs to real-world applications,” Fifth International Conference on Networked 
Sensing Systems (INSS)(Panel Discussion), Jun. 2008,  
 
Koji ARA, Nobuo SATO, Satomi TSUJI, Yoshihiro WAKISAKA, Norio OHKUBO, Youichi HORRY, 
Norihiko MORIWAKI, Miki HAYAKAWA, and Kazuo YANO, “Predicting flow state in daily
work through continuous sensing of motion rhythm,” Proc. International Conference 
on Networked Sensing Systems (INSS), pp. 145-150, Jun. 2009. 
  
 
Ｎｏ.3 
早稲田大学 博士（工学） 学位申請 研究業績書 
 
種 類 別   題名、  発表・発行掲載誌名、  発表・発行年月、  連名者（申請者含む）
その他 
（国際会
議）続き 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他 
（研究会、
大会） 
 
 
 
 
 
その他 
（特許） 
Satomi TSUJI, Nobuo SATO, Kazuo YANO, Rieko OTSUKA, Norihiko MORIWAKI, Koji ARA, 
Yoshihiro WAKISAKA, Norio OHKUBO, 他 2 名, “Visualization of knowledge-creation 
process using face-to-face communication data,” Proc. International Conference 
on Networked Sensing Systems (INSS), pp. 200-203, Jun. 2009.  
 
Yoshihiro WAKISAKA, Koji ARA, Miki HAYAKAWA, Youichi HORRY, 他 5 名,“Beam-scan 
sensor node: reliable sensing of human interactions in organization,” Proc. 
International Conference on Networked Sensing Systems (INSS), pp. 58-61, Jun. 2009. 
 
Nobuo SATO, Satomi TSUJI, Kazuo YANO, Rieko OTSUKA, Norihiko MORIWAKI, Koji ARA, 
Yoshihiro WAKISAKA, Norio OHKUBO, 他 2 名, “Knowledge-creating behavior index for 
improving knowledge workers’ productivity,” Proc. International Conference on 
Networked Sensing Systems (INSS), pp. 204-207, Jun. 2009. 
 
Peter Gloor, Daniel OSTER, Johannes PUTZKE, Kai FISCHBACK, Detlef SHODER, Koji ARA, 
Taemie KIM, Robert LAUBACHER, Akshey MOHAN, Daniel OLGUIN OLGUIN, Alex (Sandy) 
PENTLAND, and Benjamin WABER, “Studying microscopic peer-to-peer communication 
patterns,”Americas Conference on Information Systems (AMCIS), Aug. 2007. 
 
Benjamin WABER, Daniel OLGUIN OLGUIN, Taemie KIM, Akshey MOHAN, Koji ARA, and Alex 
(Sandy) PENTLAND, “Organizational engineering using sociometric badges," 
International Workshop and Conference on Network Science (NetSci),” May 2007.
 
Shunzo YAMASHITA, Takanori SHIMURA, Kiyoshi AIKI, Koji ARA, Yuji OGATA, Isao
SHIMOKAWA, Takeshi TANAKA, 他 3 名,“A 15x15 mm, 1uA, reliable sensor-net module: 
enabling application-specific nodes,” Proc. International Conference on 
Information Processing in Sensor Networks (IPSN), pp. 383-390, 2006. 
 
Koji ARA, Kei SUZUKI, “A Proposal for transaction-level verification with 
component wrapper language,” Proc. Design, Automation and Test in Europe 
Conference (DATE), pp. 20082-20087, Mar. 2003. その他 1 件 
 
荒宏視、志田雅昭、前木陽、愛木清、鈴木敬、“パワーフリー・センサネット(6)：
MonitorNodeシステムにおける空間ダイバーシティの基礎検討、” 2004 年電子情報通信
学会基礎・境界ソサイエティ大会, p. 211, Sep. 2004. 
 
荒宏視, 鈴木敬, 矢野和男, “IP再利用のためのインタフェース記述言語OwLの提案,” DA
シンポジウム, pp. 15-20, 1999. 
その他 4 件 
 
Koji ARA, Norihiko MORIWAKI, Kazuo YANO, “Work management support method and system 
which use sensor nodes,” US patent(7366579), Apr. 2008. 
その他、登録特許 6 件、公開・未公開多数 
 
